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令和５年度 第１回 広島大学大学院人間社会科学研究科 
実務法学専攻教育課程連携協議会議事概要 

 

日時  令和５年９月12日(火) 13時40分～14時50分 

場所  広島大学東千田総合校舎実務法学専攻長室 ※オンラインと対面併用にて開催 

出席者 日本弁護士連合会法科大学院センター 副委員長 

    広島弁護士会  弁護士（鯉城総合法律事務所）     谷井 智 

    中国電力株式会社 コンプライアンス推進部門担当部長  川本 賢一 

    ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社  ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ法務部  部長（兼） 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｴｸｾﾚﾝｽ 株式会社  

執行役員 チーフ・リーガル・オフィサー（ＣＬＯ）  佐々木 英靖 

大阪国際大学経営経済学部経済学科 教授       三輪  淳之 

    神戸大学大学院法学研究科実務法律 専攻 教授     宇藤 崇  （議長） 

    広島県総務局総務課政策監               石津 文康 

    人間社会科学研究科実務法学専攻  専攻長 教授    周田 憲二 

    人間社会科学研究科実務法学専攻 副専攻長 教授    野田 和裕 

    ※宇藤，谷井，石津，周田，野田（敬称等略）は対面にて出席  

欠席者 広島弁護士会 法科大学院運営支援委員会委員長 

 弁護士（兒玉法律事務所）   犬飼  俊哉 

 

協議会概要 

（議長の選考） 

委員による互選の結果、宇藤委員を議長として選考した。 

 

（前回議事概要確認） 

前回協議会〔令和５年３月 17日（金）〕の概要を確認した。 

  なお ，周田専攻長から口頭にて，協議会における２点の提言について報告があった。 

 

（報告） 

１．司法試験合格状況（短答式試験）について 

  周田専攻長から口頭 にて次のとおり報告があった。 

 ・令和５年度司法試験は，最終合格が 11月に発表される予定 

現時点では短答式の合格発表のみ。22名受験で 16名が合格，合格率 72.7％ 

在学受験開始（３年に在籍する学生が５名受験，２名合格，３名留年生） 

修了生だけの短答式合格率は，17名受験のうち 14名が合格，合格率 82.3％ 
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２．入学試験（Ａ日程）実施状況について 

  周田専攻長か ら口頭にて次のとおり報告があった。 

 ・Ａ日程 33名受験し，11名合格 ※Ｂ日程入試（11月），Ｃ日程入試（令和 6 年
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★評価項目については，項目が極めて幅広な網羅的なものになっている。学生に対してしっか

りと，とはいえ，司法試験合格を一義的な目的としての教育ではなく，広く将来的には法曹

関係者といいますか，リーガルに関連する職務に就く，それに必要な実力をつけるためのサ

ブスタンスの改善，向上のために参考，参照できるような項目については，改めての検証の

機会としてお使いをいただいて取組をされるのがよいと感じる（領域３のところ）。 

★法科大学院の質という点で，正規教員のリソースが限られているという部分で，補助教員と

かそういったものの活用をどこの大学も課題としている。広島大学の対応はいかに。 

 他大学の補助教員の活用法を聞いたことがあり，非常にシステマチックにやられている。そ

ういうところは非常に参考になると思う。 

⇒法科大学院協会の中では補助教員を活用した教育というのは当然のことのように議論さ

れ，例えば，他大学を卒業され広島地域で弁護士をされている先生とか，本学修了生にも

補助教員の先生をお願いしている（ゼミ等開いて，学生の指導をいただく）。さらに，最近

では少なくとも年に１回はＦＤに参加いただけるように工夫をしている。 

★文部科学省においても懸念があるようで，自校との連携については厚くできているが，


